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厚生労働科学研究費補助金（難治性疾患等政策研究事業） 

分担研究報告書 

 

稀少てんかんに関する調査研究 

 

研究分担者 白石秀明 北海道大学病院小児科 講師 

研究要旨 

北海道地区における、稀少てんかんに関する調査研究を行なった。長期的探索のためのレジスト

リと、横断的探索のためのレジストリに関し、患者からの同意に基づき、登録を行なっていた32

名の調査研究を行なった。 

 

Ａ．研究目的 

希少難治てんかんの成因、経過を含めた実態

調査を行うための、症例登録を行い、相当長期

間にわたる探索研究を行うことにより、本疾患

に付随する問題点を明確にすることにより、疾

患克服のための体制作りを行うことを目的と

する。 

 

Ｂ．研究方法 

 全国調査研究を北海道地区において開始し

た。国立病院機構静岡てんかん・神経医療セン

ター倫理委員会にて許可承認された、研究計画

書に基づき、北海道大学病院における研究計画

書、患者への説明文書の作成を行い、同院倫理

委員会への提出を行い、平成26年10月30日に同

委員会の承認を得た。 

国立病院機構名古屋医療センターにて構築さ

れた、レジストリシステムを使用し、患者登録

を行った。登録内容は、病名、原因、発症時期、

知能指標、発作症状、脳波所見、神経画像所見、

社会生活状態、手術所見を登録した。 

（倫理面への配慮） 

上記研究計画に関しては、北海道大学病院倫理

委員会の承認を得ている。研究への参加におい

ては、説明文書に基づき、患者本人、あるいは

その代諾者に対して説明を行い、文書にて同意

を得た。 

 

Ｃ．研究結果 

32例（男17例、女15例）に対して、説明同意

を得た後、登録を行った。 

てんかん症候群の内訳は、症候性全般てんか

ん：7例、症候性局在関連てんかん：22例、未

決定てんかん：3例であった。特発性てんかん

症例はなかった。 

原因は脳血管障害：4例、感染症：4例、皮質

形成異常：2例、脳腫瘍：2例、視床下部過誤腫：

1例、Leigh脳症：1例、Dravet症候群：3例、海

馬硬化症：3例、結節性硬化症：1例、大田原症

候群：1例、West症候群：4例、裂脳症：1例、M

enkes病：1例、全前脳胞症：1例、不明：2例で

あった。発達遅滞合併症例は23例であった。 

また、平成30年度より施行される本研究班に

おける研究事業に関して、人を対象とする医学

系研究に関する倫理指針に適応した自主臨床

研究実施申込書を、平成30年に北海道大学病院

自主臨床研究委員会に提出し、同年3月27日に

承認を得た。 

 

Ｄ．考察 

症例登録では、てんかん発作頻度の高い、難

治症例が多くを占め、病因も多岐に渡った。横

断研究への移行において、様々なてんかん症候

群の症状経過に関して、追跡が可能になると考
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えられ、今後の知見の集積が期待された。 

 

Ｅ．結論 

長期的横断研究に移行する症例を蓄積できた。 

 

Ｆ．健康危険情報 

 なし 

 

Ｇ．研究発表 
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3. 白石秀明：日本臨床・特集 てんかん

診療 －全ての医師のための診断・治

療のコツ－：Ⅱ. てんかんの最新医療 

6．ペランパネル、970-974 頁、日本臨

床社、東京、2018 

4. 白石秀明：小児内科・特集 けいれん・

意識障害：意識障害を主症状とするて

んかん、633-638 頁、東京医学社、東京、

2018 

5. 白石秀明：小児内科・小児疾患の診断

治 療 基 準 第 5 版 ： 全 般 て ん か ん 

764-765 頁、東京医学社、東京、2018 

6. 白石秀明：睡眠医療・特集遠隔睡眠学：

北海道てんかん診療ネットワークに根

ざした遠隔てんかん診療の試み 千葉

伸太郎、千葉茂編集 177-182 頁、ライ

フ・サイエンス、東京、2018 

 

 2.  学会発表 

（教育講演） 

1. 白石秀明：結節性硬化症に伴う皮膚病変

への新しい治療戦略 第 60 回日本小児

神経学会総会ランチョンセミナー 2018

年 5月 31 日 （千葉市・幕張メッセ国際

会議場・招待講演） 

 

（シンポジスト） 

1. 白石秀明：てんかんの治療Update ：エビ

デンスに基づく新規抗てんかん薬の使い

方 新規抗てんかん薬の作用機序からみ

た難治てんかんへ使い方 第60回日本小

児神経学会総会 2018年6月1日 （千葉

市・幕張メッセ国際会議場・シンポジスト） 

2. 白石秀明：実践教育セミナー3・第4回小児

脳機能研究会〜臨床に役立つ臨床神経生

理〜 脳炎/脳症の診断と治療指針 第60

回日本小児神経学会総会 2018年5月30日

 （千葉市・幕張メッセ国際会議場・シン

ポジスト） 

3. 白石秀明：脳磁図の再評価とさらなる発展

を目指して・電流双極子のみによらないて

んかん波形の解釈・小児科領域における脳
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磁図検査の有用性の再検討 第33回日本

生体磁気学会 2018年6月16日 （広島

市・広島県医師会館・シンポジスト） 

4. 白石秀明：てんかん医療と精神医療の連

携・小児てんかん診療の立場から 第52

回日本てんかん学会学術集会 2018年10

月27日 （横浜市・パシフィコ横浜・シン

ポジスト） 

5. 白石秀明：睡眠に関連する異常運動・行動

の臨床神経生理学 小児における睡眠中

のてんかん発作 第44回日本臨床神経生

理学会 2018年11月9日 （東京都・東京

ファッションタウンビル・シンポジスト） 

 

（招待講演） 

1. 白石秀明：難治性てんかんの診療連携 

Epilepsy Forum in Kumamoto 2018 年 5

月 17 日 (熊本・招待講演) 

2. 白石秀明：新規抗てんかん薬の位置付け 

小児てんかんセミナー 2018年 8月3日

（秋田・招待講演） 

3. 白石秀明：小児てんかんの診療と医療連

携 備後てんかんを考える会 2018 年 8

月 31 日（福山・招待講演） 

4. 白石秀明：スムーズな移行医療を成功す

る方法は？：てんかん診療ヘットワーク

構築に向けて 第 49 回岐阜エピレプシ

ー研究会 2018 年 9 月 29 日 （岐阜・

招待講演） 

5. 白石秀明：北海道のてんかん診療の現状 

第 1回 Epilepsy forum in Sapporo 2018

年 8 月 9 日（札幌・招待講演） 

6. 白石秀明：子どものてんかんとその周辺

領域 Epilepsy sharing session in 

Sendai 2018 年 12 月 5日 （仙台・招

待講演） 

 

 

（教育・啓発事業にかかる実績） 

1. 白石秀明：てんかんとはなんでしょう？ 

さっぽろ市民公開講座 2019年2月17日 

（札幌・招待講演） 

2. 白石秀明：てんかんとはどういう病気か 

第41回てんかん基礎講座 2018年7月24日

（大阪・招待講演） 

3. 白石秀明：てんかんとはどういう病気か 

第41回てんかん基礎講座 2018年8月9

日（大阪・招待講演） 

4. 白石秀明：てんかんという病気の理解・診

断・治療 第27回NPO北海道思春期支援ね

とワーク秋期セミナー 2018年9月15日 

（札幌・招待講演） 

 

Ｈ．知的財産権の出願・登録状況 

  （予定を含む。） 

 1. 特許取得 

 なし 

 2. 実用新案登録 

 なし 

 3.その他 

 なし 

 


